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　問題：当研究所の精神発達遅滞幼児の治療教育グルー

ブには、いわゆる自閉的傾向をもった発達遅滞幼児が含

まれている。治療教育グループでは普通、幼児8名の集

団につき2名の指導者が指導を行っているが、 こ こ数年

問の経験から、自閉的傾向をもっ発達遅滞幼児の指導に

は、他の子どもと同様の集団経験だけでは充分でなく、

・行動の変化も少いことに気がついていた。そこで今回は

自閉的傾向をもつ発達遅滞幼児を入れた場合、・2名の担

1当者とは別に、特比1名ゐ指導者ボ毎回約1時間を担当

して集甲の中でその子ξもと個人的な人問関係をもつよ

づな指導を行う試みをした5その結果｛ これらの子ども

1たちに相当の行動変化が見られたように思われた。これ

を客観的に検討するために、一例について個人的に接触

をする前、中、後に詳綱な行動観察廻録をとり、 その行

1動の変化を明らかにすると共にその指導法について考察

’することにした。

対象慰当家庭指導グループには自閉的傾向を賜た

・発達遅滞幼児は8名あり、そりうち今回の指導塗参行な

＝われたのは4名で、その各々のCA、DQは第1表の通

りである。なお本研究ではH・M児をとりあげて報告す

、る。

第1表　対象児

、

なまえト　CA

N・S児

H・M児

K・丁児

K・H児

．4才

5才

5才

5才

DQ

48

1測定不能

測定不能

30

　方法＝

　個人雨接触をする指瀞者をづけて後4週間後に、観察

日を1日設け、①個人的接触にはいる前一第1時間

」帯、②　個人的接触の最中一第2時間帯、③　個人的

．嫁纏り後常舞婁 畷腿螢璽三12り嘲間琴つい惹 そ雑ぞ．「

れ約20分ずつ・詳細な観察記録を行っ・たr、記鋒は・i

1名の記録者が筆記による客観記録をとる。冬トッブウ

オッチで1分ごと、に時間を記載する。ii、VTRで記録

する。の二つの方法が同時にとられた。 猷　次に策記録

者がVTRを見ながら～舗記記録を補った。1

　結果＝

　（1）上記三つの時間帯の行動鏡察記録のうち、 それぞ

れの醐帯で見られる行動の記録の一部を抜蹴たのが

第2、3、4表そある5なお抜粋した記録は④子どもの
いる空間比指導者並びに飽の子どもがいる些と・、◎ある

活動を始めようとし、かつ活動が経過していく 場面であ

ることを条件にした。

　この記録の抜粋から明与かなように》①．個〈的接触

にはいる前には、一人あそびである。②　個人的な接触

の最中には、指導者との関係をもつあそびである。③．

個人的接触の後には、人との関係をもつあそびに対して

穣極的である。という行動の相異が見られる。

　（2）三つの時間帯での子どもの行動の中から、活動の

種類によって分類し、その中でみられる主な行動をとり

出したものが第5、6、7表である。

　これによると、①②③の三つの時間帯での活動の内容

に次のような相異が見られる。①　個人的接触にはいる

前では、子どもの活動は、一人での活動が多い己活動の

内容は、物との関係にある行動である。また、いわゆる

常同行動が見られる。それに比べ、 ② 個人的接触の最

中では、活動は指導者を必要とする活動である。その活

動の内容は、人との関係による行動が多い。西・やゆる常

同行動は・ここでは見られない。③　個人的接触の後の

活動は、第2時間帯と変らない。特にここで噛他の人

のすることに関心をもつ行動が見られる。

　（3〉次にひとつの活動から次の活動に移行すう時の行

動をとり上げてみた。すなわち、まとまった多そびに落

ちつくまでに子どもが何を求めるかを見るために・あそ

びからあそびに移る過渡的段階での行動をま一とめたのが

第8表である。
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第2表1第工時間帯の記録の一部

時間1

岡
0分 ・グルーブ担当者の方をちらっと見て、棚の近くに 分 あてる◇

あるタンバリンをとる。 ・ちまっと後を向く♂
・ひも（タソバリソ）をもって振る。

・体を左右に動かしながら、バランスボールにラ
・タソペリンを床におき、おもちゃ棚をさがす。 パを2、3度あてる。

・バンッをいじっている。 2 ・ラッノくをもち、　ひもをバラソスボーノレに叩きつ

・はめ板をとる。 るようにする。

・はめ板を襲返して見る。放る。 ・もう一度あてる。

。はめ板をひろう。ほうる。
・音がしない。

ポはめ板の中に入れる△と□の板をとり、ほうる。
。ひもをもち、　ラッバをノミランスボーノレに2、　3
あでる。

・下に落ちていたラッパをとる。
下床にラッバを2、　3度あてる。

6立って、ラブ・パのひもをもち、振りながら歩く。 ・バラソスボールにラッパを2・、　3度あてる。
。ラッパを椅子に2、3度あてる。 3 ・汽車にラッパを2、3度あてる。
。ラッパのひもをもち、 』振りながら歩くo

・ 汽車の上にのっていたタ牙ルをとり「、．放る。
。グルーブ担当者の方を見る。歩く。

℃ 汽車の前部にラッパを2、3し度あてるo
皇 ・ラッバをバラソスポールに、2、3度あてる。

音がする。
・汽車の取手にラヅパを2・3度あてる。

取手にさわる。
・ラッパをもち、ひもをたらす。

・汽車の後部にラッバを2、3度あてる。
・ひもをバラソスボ舟一ルに叩きつけるようにする。

。2、3歩あるき、ラッバを上下に振る。
・音がしない。

・汽車の反対側に歩いていき・汽車にラッパを2
・ひもをもち、ラジバをパランスボールに2、3度 3優あてる。

3度

、第3、衷　第2時間帯の記録の一部

馴 1酬

o分　H｝ラザを卿なら歩く・
　　　’・机にラヅパを2、3度あてる。

　　　 。外に行ぐ。

　1KT・「おんもに行こうか」といい、ついてゆく◇

　H　。はだしで走って、二人のりブラソコに行く．。

　　　「・ラッパを下におき、ラッパを見る。ブラソコ
　　　　に坐る。

　1くT・Hの向い側にのる。ブラソコをこぐ。

　　　し隣1りのブラ ソ諏に他の子どもがのっている。
L 恒　　。横を向い（隣りめ二人のりブランコが動くの

　　　』 を見ている。

　　　・助き暢合わ酵て、笑いながら首が動く。

　　　●即り顔を那・第う・
　 KT。うたをづたい始める。

憧 承↑の顔を即笑う・
　KT。歌》・ながら登の足にさわる。

　H　・二旨ニゴと奨いKTの手を見ている。2

　M子らKTの手に砂をのせる◇

　 i　K ↑二・Hの方を向いて、たべるマネをする。

　．H一・欄心を示さず、．隣のプラソコを見る。

　KT・うたを続ける。
　　H　・手振りをするKTの手を見ている。

分

3

4

5

KT・もう一度、うたをくりかえす。
一H 』。 いながら、隣rりグ）プラゾコを見るず

lKT。「おともだち、押してあげましょうね」と隣i

　　　のブラソコを押す己

』H　。隣りのブラソコを見て笑う
。、

　　・隣りのブランロの動きに合わせて、首を動か1
　　　す。

　　・のぞき込むようにして、隣りのブラシコを見、
　　　る。

　　り自分のブラソコに手をかけているKTの手を・
　　　押しのける。

KT・うたミ手をたたきましょうモをうたい始める。

H　。KTの方に向く。

　　・足ぶみするKTの足を見ている。

KT・「アハハ、アハハ……」とうたろ。

H　1・KTの顔を見て、 口を大きくあけ 「アハハ…

　　　一」のマネをする。

　　。手を口元にあててKTを見る。

　　・足ぶみするKTの足を見ながらブラシコの腰
　　　・かけにのる。

KT。Hの足にさわる。

1｛　・腰かけから背も・たれにのる。笑うている。

　　・笑いながら、KTの顔を見ているo
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第4表　第3時間帯の記録の一部

制 1馴

0分 H　・走って、グルーブ担当者MTの≧ころへいく。 分 ・H子の足にさわ

・MTの足をひっぱるる ・ニコニコ笑って、

MT・Hを抱いて、たいこ橋にのせる。 OT’・「H子ちゃんの

H・　・たいこ橋からおりる。 ・ ブラソコの歌を

・走って、M子をのせてH夫が押している，トラζ ・「Hち、やん、ど
ックの後をついていく。 がうみたい」と

・H夫、トラヅグから離れるず H　・OTのかおを見
M子・トラックをもちあげて、位慨をかえる。・ 9眉をこする よ う

H 軌M子奪見ている9、

子・トラックから離れ、一人のりブラソコにいき、

を見る。

隣・りのブラソコ

のる。 3 OT・うたを続ける。
1 H、。お腹のあたりをかいて、フラ’フラとその場で H　・ブラソコの下を」

まわる。
Q．T・「むすんでひらレ

　　。M子の隣りのブラγコにのり、こぐ。

子・ブラソコから離れる。
H　・Tの方 を見る。才

T・「その手をどこH ・ブラソコを止め、又、2、3回こぐ。
H　。手獣3っぺたに凋

・ブラソコからおり、二人分り ブランロに走っ
いく。、 OT・「ほっぺたに」

・二人のりプラシまにグループ挺当者O　TとH H　・手を叩いて笑う。

子がいる。 OT・H子をゆさぶる。
H Dブラソコの砂をはらって、二人ゐ向い側にの 4 H

・・ 子を見ながら、
る。 立つ。

OT・「きれいきれいしてんのね」とHにいう。 ・じっとH子を見
2 H　・キヨ・キヨロと何かを探すようにする。 ・診かしそうに声

　　。ニコニコ笑って、H子とOTを見る6

0T・「H子ちゃんのアソヨよ」とHにい う。

・「Hちゃん、どうしたの、何だかお目々がち
がうみたい」とHに話しかけるQ

・OTのかおを見る。ニコニコしている。

・目をこするように手をやり、隣りのブラソコ

・隣りのブラソコの動きに合わせて首を動かす。

・フフソコの下を見るoカメラを見るo

・Tの方を見る。抱かれているH子の足を見る。：

　　　　　　　　「いやですよ」 と．笑って6．

・H子を見ながら、笑ってブラγコの腰かけに

第5衷　第1時間帯での活動と主な行動 （◎牢を瞭つてレ帰行動一第5乍7表〉

活動の種類　活動
　　　　　　の時間 子 ど も の 行 動

　／　～

オ～1での活 動・

　　　　　　　　3・
（r人の活動）

○麓叫たり、麟たりす為・

Oながし に栓をして・歩をた診たり、 緯を抜吟たりす渦1。

○ながし融をして・水莇繍る嘩早う・

○ながしの中噸をつっこ岬水を見たり》な力咳ら卿た所から題

i行動の

対象
　　　

物

初．

勃

物

「　

絵本での活動
◎絵本費ζ、り桧本Q抵を指ではじく。L回にβ巾60回のくり返し行動。常同行動 物

（一人の活動）
6「24F ○絵本をとり一枚一枚めくったり・ 片手でバラパラと早くめくる。 物

Q綜本の稔を見駆、 物

タイ『での活動
　　　　　　　　1’24”
〔」人の活動）

○タイ喜をころがし虻、盛、橋子、 無板にあてる。

○タイコを叩く。

物

．』物

ラ‘ バでの活動

（一人の活動）

　　　◎ラッパについているひもをもち、ラッパ碧振る。』または振りながら歩薗。r 　』物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常同行動、
矧◎ラッバのひもを覧乏舜椅補輔板1バラン　一ルに繍動物
　　　○ラッバを振りな湖う、ラなをうたら詣導者の方を見て笑う。　　　　　　　人

　　　○ラッパを振るのを止あて、指導者のうたをきく。人
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第6衷　第2時間帯での活動と主な行動

1第4集

活動の種類

ラッバでの活動

（一人の活動）

活動の
時　間

1F

レ　ゐ　　ず

二人のりブラン　

コでの漬動　　　H’

（指導者との活動）

一人のりブラソ
コでの活動

（騨麓他）
プ6F’

子 ど も の 行　　動
隠動裟

○乏男イくρひ細ち・ラッバを振る・又は振強力堕く・

○ラッパのひもをもち、ラッパを机にあてるQ・

◎指儲と 映合わせにブラソコに坐り詣導都こいで碗5・

◎指導者がうた、う歌を聞いたり・指導者がする歌の手振りを見る。、

◎掴導者のする歌の手振りに、手を叩ぐ。

◎指轟者に身毒をさわられて、指導者に笑いながら、ブラソコの腰ふけ等に

　のる。

○働のブラソ切動き給わせて・首を動かす。

Oブランコの下を見る。

Q隣りのブラジ砿移る。

○麟叡ガ西 に坐らせてもらい・こいでもらう・

◎自分でプラソコを止め、指導者の手をびき、ブラソコに坐らせてもらレN

こ贈晒う ・

◎指導者が話しかける言葉に声をあげて笑う。

物

物

人と物

　人

　人

・人

　物

　物

．物　L

人と物i

　人

　人

第7表　第3時間帯での活動と主な行動

活動の種類 隠動窩 子　　　ど　　　も　　の　　行　　　動
行動の』

　象

一人のりブラソコ
　（一人）

30” ○ブラソコに坐り、自分でこぐ。
．物．＿

二人のりブラソコ
の活動

響欝）．
8’

◎指導者と他の子どもの向い側に坐り、指導者にこいでもらう。、

指導者と他の子どもがふざけてレ｛る分を見て笑う。

指導者や他の子どもがふざけて、・Hにさそいかけると笑ったり・ブラソコ
　の腰かけ等にのる。

他の子どもを見る。

指導者のうたう歌をきく◎　rQ歌の手振りをしたり・手を叩く。

隣りのブラソコの動きに合わせて・首を動かす。

ブラソコの下を見る。

人と物

　人

人 1・

マゴマトコーナー
中での活動

騨欝）ll
8’

◎他の子どもを見る。又は、他の子どもと指導者のしていることを耳て巣う。

◎指導者がうたう歌を聞く。指導者り歌の手振りを見る。．

歌の手振りをする。

○指導者がママゴトのコッブで諮茶をのむマネをするのを見る。

絵本を見る。

○コーナーの壁板やスチームを叩く。

Oスチームの上にのぽり・・と．びお％・

人・人

人人…

物、

物物
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第8表活動から活動への過渡的段階での行動』

行 動

○あたりを見る。

○遊具のあるおもちゃの棚をさがす。

○指導者のいるところへいく。、．
．、

○指導者の手をひいて、遊具のあるところへいく。

○他の子どものしていることを見る。

1卿時附

3

3

0

O

0

1
第2時間帯

　　　　－

O

0

0

2

0

第3時間帯．

3

皇

2

3

2

　これを見ると、第2時間帯で移行段階の行動の数が少

なく・そ郷比べ郷時間帯で9獅麩》％ま碑ト
第3の時間帯では行動の質に相異があるごとが顕著そあ

るるこれから考察されることは、①　個人的接触にはい

る前で嫉子どもは遊具に次のあそびを求める、②　個

人的接触の最中では、指導者がり一ドしているので、 子

どもの行騨は少なく、子どもは指導者と遊具とを共に求’

ううている。③　個人的接触の後では、子どもは、指導者

を求める行動が多く、のみならず他の子どもの活動に目

を向けている。

←）次に子どもが意識し関心をもっている；とを示す

揖動り代表として奪見るモ行動をとり上げ・1，子どもの晦

酉的感情の表現を示穿行動の伐表として、毫笑うミ行励

をとワあげてみたのが第9、10表である。ここでは子ど
も参何を早てヤ・るか、子どもがどんな活動奪楽しんでい

るかを考察する。

第9表　　ミ見るミ行動

見　　　　る　　　対　　　　象 第1時間帯 第2時間帯 第3時間帯

自分のいる場所より離れた方向やそこにある物 8 8 io

自分があそんでいるもの、あそびによって起っている現象 15 n io、

カメラ 7 0 1

1指灘者 9 ・18 19

指溝者のしているごと 0 O 1

他の子ども 0 4 31

他の子どものしていること 0 0 互o

第10表　≒笑う乗行動

笑　　う 行　　動　　の 　内　　容 第・ 醐帯第2闇帯1第3關帯
犀

隣りのブランコを見て笑う。

指導者の働きかけで笑う。

他の子どもの働きかけで笑う。

他の子どもを見て笑う。

指導者と他の子どものしていることを見て笑う。

指導者と他の子どもに笑いかける。

　　　　　　　　計

Q

4

0

0

0

1

5

2

19

0

O

O

1

22

1

11

3

9

10

2

36
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　O　　ミ見る毫行動では「自分のいる場所から離れた方

向やそこにある物j’r自分が遊んでいる ものや、あそび

によって起っ ている」現象を見る行動において、時間帯

別の差は認められない。　「指導者」「指導者のしている

こと」「他の子ども」「他の子どものしていること」を

見る行動には、大きな相異が見られる。②の個人的接触

の最中では、子どもは指潮者の存在を意識し、指榔者を

見ることが多く、③の個人的接触の後も、それはひき続

いている。また第3時間帯で特に著しい現れ方をしてい

るのが、他の子どもを見る行動で、子どもは他の子ども

の存在を意識し、他の子どものしていることに関心をし

めしている 。

　㊤　子どもが楽しんでいる客観的な現れ方としてミ笑

うざ行動をどり上げてみた。これによると第1時間帯に

比べ第2｛第3の時間帯で子ど癒ば多くの楽しみを味わ

らている。そは子どもが何で楽しんでレ・るかを見ると・

②の個人的接触の駁中では、指導者の働きかけで楽しん

でいるd③の個人的接触の後では、指導者と他の子ども

の働きかけで楽しんでいるだけでなく、他の子どもや、

他の子どもと指導者のしていることを見て楽しんでい

る。

　（5）e！． ；の3つの時間帯における指導者の働きかけ

について考察する。指導者の働きかけの頻度の内容を示

したのが第11、12表である◇これによると、第1時間帯

で指導者の働きかけが少ないこ とがわかる。これは子ど

も8名に担当者2名のグルーブでは、各々の指導者のい

る空間から、はずれる子どもがでてくる場合が起ること

を示している。次に第2と第3の時間帯における働きか

けの内容は、歌や歌の手振りによる働きかけ、遊具を使

らた動作による働きかけ、言葉の働きかけ、身体接触に

よる働きかけがある。

　㊤　指導者の働きかけに対する子どもの反応について

考察する。これによると、子どもは指導者の働きかけに

対して、指導者の方を向く、または見て指導者を意識

し》騰卿 きかけに対して・笑？裡・ll、き自分縮導者の

模倣をしたり、ブラソコの上にのぽるなど受け入れる反

第11裏　指導者φ働きかけ、

第　1第　2第　3
時間帯時間帯時問帯

指導者の働きかけ

働
き
か
け

の
内
容

歌や歌の手振りに、よる．

遊具を使っ て動作による

言葉による

身体接触による

3

2

0

1

0

30

9

7

9

5

33

9

11

1L

2

第12表 指導者の働きかけに対する子どもの反応

行 動 第　1第　2第　3
時間帯時問帯時間帯

指導者を見多、または指導者の
に向く。

5　1
2L 1』 2b

r笑う。 4 正9
’1

歌の手振りをする。手を叩く。 o 2 4

ブランコの腰かけ等にのぽる。 ．0 βI ・』1

　3し．1

拒否する。 O 1 1

応をしめしており、拒否が少ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’に　まとめ；

　以上の五つの考察をまとめていえることは、個人的接

触をする指導者がつくことによって、子ども嫉人堂の接

触の楽しさを経験し、対人関係の行動の変化を示してい

る。

　以上のことから、自閉的傾向をもつ子どもを集団の中

で個人的接触をする指導者が担当する方法は・対天的な

行動変化に有効であると考えられる。

　本研究は精神薄弱児総合研究の一部としてで繕称蒋担

、当研究員中沢たえ子と家庭指導グルーブとの協力のもと

に行なわれている研究の中間報告である。

ず
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A Study on Group Guidance of Young autistic Retarded Children 

-On Behavior Change before,during and after 

Special Treatment Session of Human Relationship-

Tokike Okada 

Tokiko Kawashima 

This is a report of a research on behavier change when yeung autistic children had certain 

period of close contaet with an adult as therapeutic treatnlent in group setting. This prograln was 

done in a therapeutic education project for young mentally retarded children of the Aiiku Research 

Institute. 

Method of Treatment: A therapeutic teacher keeps clese contact with the particular autistic 

child for an hour at each greup sessien that is consisted of seven other young mentally retarded 

children taken care cf by two regular teachers. 

Methed of Study : In one randam day, after two month$' ef treatment above, the child's behayior 

was observed and taken recerds by portable VTR instrument, before, during and after treatment 

session. The period of record was twenty minutes each. Table 2 to 4 show samples of transeribcd 

recocds. 

Re~ults : Tables 5 to 7 show main activities of the child at each sessian. Table 8 shew the 

kinds of aetivities at transient stages from activity to activity. Table 9 shows the kinds of objects 

"looked at"' by the child. It shows the increase cf looking at teachers, cther children and activities 

of other children fro!n before, during to after session. 

Table 10 show$ the items of "smiling and laughing", the total amount of which increases from 

S at before sessicn to 22 at during and to 36 at after session. Thus, we could see the eifect of 

close ccntact with a therapeutic teacher lasts even after session. We ceuld intreduce an autistic 

child inte group setting through the treatment stage of human contact program of this sort. 
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